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　７月３日、 新冠町民グラウンドで 『認定こども園ド・レ・

ミ運動会』 が開催されました。

　当日は、 新型コロナウイルス感染症対策として、 密

をさけるため、 各学年ごとに時間をずらし行われ、 園

児たちはディズニー体操やかけっこなどの種目に懸命

に取り組み、 全力を出し切りました。

認定こども園ド・レ・ミ運動会



開
町
１
４
０
周
年
・
町
制
施
行
60
周
年
を
迎
え
て

～
ま
ち
の
歩
み
を
振
り
返
る
～

◇
新
冠
町
の
沿
革

　

明
治
時
代
の
は
じ
め
頃
、
新
冠
は
高
江

の
他
、
10
の
村
（
地
域
）
で
成
り
立
っ
て

い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
地
域
を
統
括
す
る
役

場
と
し
て
、
明
治
14
年
（
１
８
８
１
年
）

に
戸
長
役
場
（
現
在
の
町
役
場
）
が
初
め

て
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
新
冠
町
で
は
、
こ

の
年
を
「
開
町
の
年
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
そ
の
年
か
ら
数
え
て
１
４
０

周
年
を
迎
え
、
昭
和
36
年
に
「
新
冠
村
」

か
ら
「
新
冠
町
」
へ
と
呼
び
名
が
変
わ
っ

た
町
制
施
行
か
ら
60
周
年
と
い
う
意
義
深

い
年
で
す
。

　

先
人
が
不
屈
の
開
拓
精
神
と
郷
土
愛
に

燃
え
、
厳
し
い
困
難
を
乗
り
越
え
て
築
か

れ
た
偉
大
な
遺
産
「
に
い
か
っ
ぷ
」
。

　

今
日
、
私
た
ち
は
こ
の
偉
大
な
遺
産
の

恩
恵
を
受
け
な
が
ら
毎
日
を
暮
し
て
い
ま

す
。
広
報
に
い
か
っ
ぷ
で
は
、
こ
の
愛
す

べ
き
郷
土
「
に
い
か
っ
ぷ
」
の
名
の
由
来

や
歩
み
と
足
跡
、
現
代
の
様
子
な
ど
を
紹

介
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
新
冠
」
の
由
来

　

新
冠
に
人
が
住
む
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

今
か
ら
数
千
年
以
上
さ
か
の
ぼ
っ
た
縄
文
時

代
か
ら
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
長

い
年
月
を
経
な
が
ら
本
州
の
文
化
も
少
し
ず

つ
入
る
よ
う
に
な
り
、「
ア
イ
ヌ
文
化
」
が

成
立
し
て
い
き
ま
す
。

　

江
戸
時
代
、
現
在
の
新
冠
辺
り
は
ア
イ
ヌ

語
で
「
ピ
ポ
ク
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
「
岩
の
陰
」
と
い
う
意
味
で
、
海
の

近
く
に
そ
び
え
た
つ
大
き
な
岩
山
「
判
官
館
」

の
そ
ば
を
さ
し
て
い
ま
す
。

　

記
録
に
よ
る
と
、
西
暦
１
７
０
０
年
代
か

ら
ア
イ
ヌ
語
の
「
ニ
カ
プ
」
と
呼
ば
れ
る
こ

と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
「
ニ
レ
の

木
の
皮
」
の
意
味
で
、
当
時
の
ア
イ
ヌ
民
族

が
こ
の
木
の
皮
の
繊
維
か
ら
衣
服
を
作
る
な

ど
、
ニ
レ
の
皮
を
よ
く
使
用
し
て
い
た
こ
と

に
由
来
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

や
が
て
、「
新
冠
」
の
文
字
が
あ
て
ら
れ
、

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

特
集

「
新
冠
場
所
」
に
つ
い
て

　

江
戸
時
代
、
慶
長
年
間
（
１
５
９
６
～

１
６
１
４
年
）
に
、
松
前
藩
は
蝦
夷
地
の

各
所
に
「
場
所
」
と
い
う
建
物
を
設
け
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
地
元
の
ア
イ
ヌ
民
族
と

本
州
の
和
人
が
交
易
を
す
る
所
で
す
。
新

冠
に
お
い
て
は
、
判
官
館
の
海
に
面
し
た

所
に
「
新
冠
場
所
」
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

開
設
し
た
年
代
は
、は
っ
き
り
と
分
か
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
寛
文
9
年
（
１
６
６
９

年
）
に
お
け
る
シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン
の
戦
い

の
時
に
は
、
新
冠
場
所
が
あ
っ
た
こ
と
が

う
か
が
え
ま
す
。
場
所
は
や
が
て
「
会
所
」

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
交
易
の
場
と

併
せ
て
漁
業
を
大
規
模
に
営
む
よ
う
に
な

り
ま
す
。

　

会
所
に
は
、旅
人
が
宿
泊
す
る
所
や
神
社
、

移
動
の
た
め
に
使
っ
て
い
た
馬
が
休
む
厩
舎

な
ど
も
あ
り
、
ま
さ
に
江
戸
時
代
に
お
け
る

新
冠
の
中
心
と
い
え
る
と
こ
ろ
で
し
た
。

　

明
治
に
な
る
と
、「
本
陣
」
→
「
旅
籠
屋
」

→
「
駅
逓
」
と
名
称
を
変
え
、
明
治
15
年

（
１
８
８
２
年
）
に
新
冠
会
所
は
そ
の
役

目
を
終
え
、建
物
は
明
治
32
年
（
１
８
９
９

年
）
に
解
体
さ
れ
ま
し
た
が
、
新
冠
会
所

に
勤
め
て
い
た
武
士
の
お
墓
は
今
で
も

残
っ
て
お
り
、
江
戸
時
代
の
名
残
を
し
の

ば
せ
て
い
ま
す
。

　

新
冠
場
所
・
会
所
が
あ
っ
た
判
官
館
は
、

幾
多
の
時
代
の
変
遷
の
中
で
厳
然
と
そ
の

雄
姿
を
ほ
こ
り
、
今
も
私
た
ち
の
故
郷
と

し
て
生
き
つ
づ
け
て
い
ま
す
。

新
冠
の
歩
み
と
足
跡

　

明
治
２
年
（
１
８
６
９
年
）
、
北
海
道

に
開
拓
使
が
置
か
れ
、
呼
び
名
も
蝦
夷
地

か
ら
北
海
道
へ
と
改
め
ら
れ
た
時
、
全
道

は
11
カ
国
86
郡
に
分
け
ら
れ
、
こ
こ
に
日

高
国
新
冠
郡
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

明
治
時
代
で
は
、
新
冠
は
す
で
に
「
新

冠
牧
馬
場
」（
後
の
御
料
牧
場
）
と
い
う
軍

馬
や
農
耕
馬
を
生
産
、
飼
育
す
る
土
地
と

し
て
広
く
活
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
牧
場

以
外
の
海
沿
い
付
近
は
、
徳
島
県
、
広
島
県
、

滋
賀
県
な
ど
と
い
っ
た
所
か
ら
移
住
者
が

入
地
し
、
次
第
に
市
街
地
化
が
形
成
さ
れ

ま
す
。
役
場
を
は
じ
め
、
学
校
や
郵
便
局
、

駐
在
所
が
設
置
さ
れ
、
住
民
が
生
活
で
き

る
基
盤
が
形
成
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

大
正
時
代
に
な
る
と
、
節
婦
を
中
心
に

サ
ケ
、
コ
ン
ブ
、
イ
ワ
シ
な
ど
の
漁
業
も

盛
ん
に
な
り
、
大
き
な
漁
場
が
繁
栄
期
を

迎
え
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
節
婦

の
人
口
は
増
え
、
賑
わ
い
を
見
せ
ま
す
。

　

大
正
か
ら
昭
和
に
移
り
変
わ
る
こ
ろ
に

な
っ
て
よ
う
や
く
鉄
道
が
開
通
、
新
冠
と

節
婦
に
駅
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
終
戦
後

は
、
御
料
牧
場
が
全
面
的
に
解
放
さ
れ
、

満
州
や
樺
太
な
ど
か
ら
引
揚
者
が
多
く
入

植
し
、
大
規
模
な
開
拓
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

昭
和
30
年
代
か
ら
は
、
北
海
道
電
力
に

よ
る
新
冠
川
上
流
の
発
電
ダ
ム
が
工
事
に

取
り
掛
か
り
、
約
20
年
の
歳
月
を
要
し

て
４
つ
の
ダ
ム
と
発
電
所
が
誕
生
、
道

内
で
も
有
数
の
電
力
供
給
地
と
し
て
知
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
頃
か
ら

人
口
も
増
加
し
、
そ
の
数
は
一
万
人
を
超

え
、
開
町
80
周
年
を
迎
え
た
昭
和
36
年

（
１
９
６
１
年
）
に
町
制
を
施
行
し
て
「
新

冠
町
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

昭
和
40
年
代
か
ら
、
夏
は
冷
涼
で
冬
は

積
雪
が
少
な
い
と
い
う
地
の
利
を
活
か
し

た
軽
種
馬
生
産
が
盛
ん
に
な
り
、
ハ
イ
セ

イ
コ
ー
を
は
じ
め
多
く
の
有
名
馬
を
輩
出

す
る
競
走
馬
の
ふ
る
さ
と
と
し
て
、
全
国

的
に
も
有
名
に
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
時
代
は
市
街
地
再
開
発
に
よ
っ

て
、
本
町
地
区
を
は
じ
め
と
す
る
街
並
は

き
れ
い
に
近
代
化
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

競
走
馬
の
ふ
る
さ
と
と
し
て
、
牧
場
地
帯

を
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ト
銀
座
と
呼
称
、
駐
車
公

園
や
さ
わ
や
か
ト
イ
レ
の
設
置
な
ど
、
全

国
の
競
走
馬
フ
ァ
ン
か
ら
親
し
ま
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
９
年
（
１
９
９
７
年
）
に
は
、
新

冠
町
聴
体
験
文
化
交
流
施
設
「
レ･

コ
ー

ド
館
」
が
オ
ー
プ
ン
、
以
来
、
各
種
コ
ン

サ
ー
ト
や
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、
吹
奏
楽
ク
リ

ニ
ッ
ク
、
ジ
ュ
ニ
ア
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
な
ど
、

「
レ･

コ
ー
ド
と
音
楽
に
よ
る
町
づ
く
り
」

を
推
進
し
、
全
国
的
に
見
て
も
ユ
ニ
ー
ク

で
活
発
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

新
冠
温
泉
レ･

コ
ー
ド
の
湯
も
オ
ー
プ
ン

し
た
と
と
も
に
、
学
校
の
統
廃
合
に
伴
い
、

美
術
館
や
老
人
施
設
へ
の
転
換
も
図
り
、

さ
ら
に
定
住
移
住
促
進
に
も
力
を
入
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
日
高
管
内
で
最
も
人
口

減
少
率
が
少
な
い
町
と
し
て
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

新
し
い
令
和
時
代
、
好
調
を
続
け
る
ピ
ー

マ
ン
生
産
や
診
療
所
の
入
院
病
床
再
開
、

学
校
給
食
の
無
料
化
、
光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン

ド
サ
ー
ビ
ス
の
整
備
な
ど
、
時
代
の
ニ
ー

ズ
に
呼
応
し
た
町
づ
く
り
が
展
開
さ
れ
て

い
ま
す
。「
思
い
や
り
と
笑
顔
に
あ
ふ
れ
た

新
冠
」
の
実
現
に
向
け
、
ど
ん
な
未
来
が

こ
れ
か
ら
待
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
…
。

会所に勤めていた武士のお墓
『会所墓石』（判官館海岸沿付近）

町制施行　祝　開町 80 周年
パレードの様子

昭和 30 年代の冬景色
市街地 （本町）

現在の市街地 （本町）
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新
冠
町
の
歩
み
を
年
表
と
写
真
で
紹
介
し
ま
す

慶
長
年
間
（
１
６
０
０
頃
）

寛
政
11
年
（
１
７
９
９
）

明
治
２
年
（
１
８
６
９
）

明
治
４
年
（
１
８
７
１
）

明
治
５
年
（
１
８
７
２
）

明
治
11
年
（
１
８
７
８
）

明
治
14
年
（
１
８
８
１
）

明
治
18
年
（
１
８
８
５
）

明
治
21
年
（
１
８
８
８
）

明
治
22
年
（
１
８
８
９
）

明
治
34
年
（
１
９
０
１
）

明
治
40
年
（
１
９
０
７
）

新
冠
場
所
が
は
じ
ま
る
。

新
冠
場
所
は
新
冠
会
所
と
改
め
ら
れ
る
。

蝦
夷
地
を
北
海
道
と
改
め
、
11
カ
国

86
郡
と
し
、
こ
の
時
日
高
国
新
冠
郡

と
定
ま
る
。

淡
路
島
主
稲
田
邦
植
の
支
配
下
と
な

る
が
、
開
拓
使
の
直
轄
と
な
る
。

新
冠
郡
を
中
心
に
２
億
余
万
坪
の
新
冠

牧
馬
場
設
置
が
決
定
さ
れ
る
。
新
冠
会

所
は
新
冠
駅
逓
所
と
改
め
ら
れ
る
。

旧
稲
田
藩
士
数
戸
が
新
冠
に
移
住
。

本
格
的
な
開
拓
期
に
入
る
。

新
冠
郡
高
江
村
外
10
カ
村
戸
長
役
場

が
高
江
村
（
現
在
の
新
冠
市
街
地
）

に
設
置
さ
れ
る
。
こ
の
年
を
本
町
の

開
町
の
年
と
す
る
。

日
新
小
学
校
（
現
新
冠
小
学
校
）
が

設
置
さ
れ
る
。

新
冠
牧
馬
場
が
新
冠
御
料
牧
場
と
改

称
さ
れ
る
。

高
江
村
の
新
冠
郡
各
村
戸
長
役
場
が

廃
止
さ
れ
、
静
内
・
新
冠
両
郡
戸
長

役
場
が
下
々
方
（
現
静
内
）
に
設
置

さ
れ
る
。

村
内
の
水
田
耕
作
者
が
増
加
す
る
。

戸
長
役
場
は
再
び
静
内
と
分
か
れ
、

新
冠
郡
高
江
村
外
10
カ
村
戸
長
役
場

大
正
12
年
（
１
９
２
３
）

昭
和
２
年
（
１
９
２
７
）

昭
和
４
年
（
１
９
２
９
）

昭
和
11
年
（
１
９
３
６
）

昭
和
22
年
（
１
９
４
７
）

昭
和
23
年
（
１
９
４
８
）

昭
和
27
年
（
１
９
５
２
）

昭
和
30
年
（
１
９
５
５
）

昭
和
36
年
（
１
９
６
１
）

昭
和
41
年
（
１
９
６
６
）

昭
和
46
年
（
１
９
７
１
）

昭
和
48
年
（
１
９
７
３
）

昭
和
49
年
（
１
９
７
４
）

昭
和
50
年
（
１
９
７
５
）

が
高
江
（
現
在
の
新
冠
市
街
地
）
に

設
置
さ
れ
る
。

２
級
町
村
制
が
施
行
さ
れ
新
冠
村
と

改
称
さ
れ
る
。

役
場
庁
舎
（
字
本
町
）
を
新
築
す
る
。

新
冠
・
節
婦
市
街
に
初
め
て
電
灯
が

つ
く
。

泊
津
・
共
栄
・
東
川
の
農
家
が
乳
牛

を
導
入
し
、
新
冠
酪
農
の
基
礎
を
つ

く
る
。

新
冠
農
業
協
同
組
合
、
新
冠
漁
業
協

同
組
合
が
設
立
さ
れ
る
。
新
冠
御
料

牧
場
が
農
林
省
に
移
管
さ
れ
新
冠
種

畜
牧
場
と
な
る
。
牧
場
の
土
地
が
全

面
解
放
さ
れ
、
入
植
に
着
手
す
る
。

新
冠
開
拓
農
業
協
同
組
合
、
農
業
共

済
組
合
、
軽
種
馬
生
産
振
興
会
が
設

立
さ
れ
る
。
高
江
駅
が
新
冠
駅
と
改

称
さ
れ
る
。

十
勝
沖
地
震
発
生
。
多
大
な
被
害
を

受
け
る
。

新
冠
川
が
氾
濫
、
死
者
27
名
を
出
す
。

町
制
施
行
さ
れ
る
。
開
町
80
周
年
記

念
式
典
が
挙
行
さ
れ
る
。

日
高
判
官
館
青
年
の
家
落
成
。

町
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
落
成
。

日
高
軽
種
馬
育
成
セ
ン
タ
ー
落
成
。

電
話
が
自
動
化
と
な
る
。

新
冠
ダ
ム
が
完
成
。
新
冠
発
電
所
１

号
機
の
運
転
を
開
始
す
る
。

ハ
イ
セ
イ
コ
ー
帰
町
、
種
牡
馬
と
な
る
。

昭和 58 年　第１回判官まつり

昭
和
51
年
（
１
９
７
６
）

昭
和
55
年
（
１
９
８
０
）

昭
和
56
年
（
１
９
８
１
）

平
成
３
年
（
１
９
９
１
）

平
成
４
年
（
１
９
９
２
）

平
成
６
年
（
１
９
９
４
）

平
成
８
年
（
１
９
９
６
）

平
成
９
年
（
１
９
９
７
）

平
成
10
年
（
１
９
９
８
）

平
成
11
年
（
１
９
９
９
）

平
成
13
年
（
２
０
０
１
）

平
成
14
年
（
２
０
０
２
）

平
成
15
年
（
２
０
０
３
）

町
民
憲
章
の
制
定
、
町
花
（
ツ
ツ
ジ
）

町
木
（
ヒ
ガ
ツ
ラ
）
の
制
定
、
第
１
回

駒
ま
つ
り
開
催
。
町
民
セ
ン
タ
ー
落
成
。

郷
土
資
料
館
落
成
。

開
町
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
。
判
官

館
森
林
公
園
開
設
。
老
人
憩
の
家
、

保
健
セ
ン
タ
ー
落
成
。

開
町
１
１
０
周
年
を
迎
え
る
。
新
冠

町
農
業
協
同
組
合
が
ス
タ
ー
ト
。

新
冠
中
学
校
、
大
狩
部
小
学
校
、
新
冠

小
学
校
、
節
婦
小
学
校
で
自
校
調
理

方
式
学
校
給
食
が
始
ま
る
。
に
い
か
っ

ぷ
ホ
ロ
シ
リ
乗
馬
ク
ラ
ブ
が
発
足
。

ナ
リ
タ
ブ
ラ
イ
ア
ン
号
、
本
町
初
の

三
冠
馬
に
輝
く
。

西
泊
津
で
日
高
管
内
初
の
温
泉
が
湧
出
。

下
水
道
一
部
で
供
用
開
始
。
レ
・
コ
ー

ド
館
、
道
の
駅
オ
ー
プ
ン
。

新
冠
温
泉
レ
・
コ
ー
ド
の
湯
が
オ
ー

プ
ン
。

メ
ロ
デ
ィ
ー
大
橋
渡
橋
式
。
役
場
新

庁
舎
（
字
北
星
町
）
完
成
。

ハ
イ
セ
イ
コ
ー
号
馬
像
除
幕
式
、
ハ
イ

セ
イ
コ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
。

西
泊
津
ヒ
ル
ズ
パ
ー
ク
・
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場
オ
ー
プ
ン
。

新
冠
温
泉
「
レ
・
コ
ー
ド
の
湯
」
の

入
浴
者
数
１
０
０
万
人
を
突
破
。
台

平
成
17
年
（
２
０
０
５
）

平
成
18
年
（
２
０
０
６
）

平
成
20
年
（
２
０
０
８
）

平
成
23
年
（
２
０
１
１
）

平
成
24
年
（
２
０
１
２
）

平
成
26
年
（
２
０
１
４
）

平
成
27
年
（
２
０
１
５
）

平
成
29
年
（
２
０
１
７
）

平
成
30
年
（
２
０
１
８
）

令
和
２
年
（
２
０
２
０
）

令
和
３
年
（
２
０
２
１
）

風
10
号
が
新
冠
を
直
撃
、
厚
別
川
流

域
で
死
者
４
名
が
出
る
な
ど
大
き
な

被
害
と
な
る
。

戸
籍
事
務
の
電
算
化
が
ス
タ
ー
ト
。

天
皇
・
皇
后
両
陛
下
が
日
高
の
地
方

事
情
視
察
の
た
め
、
初
め
て
新
冠
町

を
訪
問
。

東
川
・
美
宇
・
太
陽
・
若
園
・
明
和

小
学
校
が
朝
日
小
学
校
に
、
大
狩
部
・

節
婦
小
学
校
が
新
冠
小
学
校
に
統
合

さ
れ
る
。

東
日
本
大
震
災
が
発
生
。
新
冠
町
で

も
２
ｍ
を
超
え
る
津
波
を
観
測
。
認

定
こ
ど
も
園
ド
・
レ
・
ミ
が
開
園
。

開
町
１
３
０
周
年
・
町
制
施
行
50
周

年
を
迎
え
る
。

新
冠
町
和
牛
セ
ン
タ
ー
が
稼
働
。

ピ
ー
マ
ン
の
販
売
額
が
初
め
て
５
億

円
を
突
破
す
る
。

高
波
に
よ
り
、
線
路
に
土
砂
が
流
出

し
、
Ｊ
Ｒ
日
高
線
の
鵡
川
～
様
似
間

が
不
通
と
な
る
。

レ
・
コ
ー
ド
館
が
開
館
20
周
年
を
迎

え
る
。
レ
コ
ー
ド
１
０
０
万
枚
目
達

成
セ
レ
モ
ニ
ー
挙
行
。

大
雪
に
よ
り
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
等
に
被

害
。
学
校
給
食
費
の
無
料
化
ス
タ
ー
ト
。

日
高
自
動
車
道
大
狩
部
ト
ン
ネ
ル
の

貫
通
式
が
行
わ
れ
る
。
コ
ン
ト
レ
イ

ル
号
、
無
敗
牡
馬
ク
ラ
シ
ッ
ク
３
冠

達
成
。

開
町
１
４
０
年
を
迎
え
る
。

昭和 16 年戦時中の高江
昭和 48 年　電話が自動化となる

昭和 30 年代　大狩部自衛隊によるトド退治
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ま ち の

話 題
あ れ こ れ

　

７
月
19
日
、
「
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
え

ま
し
あ
」
で
、
え
ま
し
あ
茶
ロ
ン
『
お
菓

子
と
七
夕
飾
り
作
り
』
が
行
わ
れ
、
10
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
同
セ
ン
タ
ー
の
土
田
美
智
子

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
講
師
と
な
り
、
お
菓
子
作

り
と
七
夕
飾
り
作
り
を
指
導
し
ま
し
た
。

　

お
菓
子
は
事
前
に
ス
ラ
イ
ス
さ
れ
た
カ

ス
テ
ラ
で
よ
う
か
ん
を
サ
ン
ド
し
て
冷
や

し
固
め
る
「
シ
ベ
リ
ア
」
を
作
り
ま
し
た
。

　

七
夕
飾
り
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
色
や
模

様
の
折
り
紙
を
使
っ
て
く
す
玉
状
の
つ
り

飾
り
や
短
冊
、
吹
き
流
し
を
作
り
ま
し
た
。

　

出
来
上
が
っ
た
飾
り
に
参
加
者
は
思
い

思
い
の
願
い
事
を
書
き
、
笹
に
飾
り
つ
け
、 

最
後
に
出
来
上

が

っ

た

お

菓

子
「
シ
ベ
リ
ア
」

を
皆
で
お
い
し

く
食
べ
な
が
ら

交
流
を
深
め
て

い
ま
し
た
。

え
ま
し
あ
茶
ロ
ン

お
菓
子
と
七
夕
飾
り
作
り

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り

延
期
と
な
っ
て
い
た
運
動
会
が
、
６
月
26

日
に
朝
日
小
学
校
、
７
月
10
日
に
は
新
冠

小
学
校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

両
校
の
運
動
会
は
、
迫
力
の
あ
る
応
援

合
戦
か
ら
始
ま
り
、
短
距
離
走
や
よ
さ
こ

い
ソ
ー
ラ
ン
、
玉
入
れ
や
対
抗
リ
レ
ー
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
家
族
に
見
守
ら
れ
な

が
ら
、
練
習
し
て
き
た
成
果
を
発
揮
し
、

全
力
で
グ
ラ
ン
ド
を
駆
け
抜
け
白
熱
し
た

競
技
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

朝
日
・
新
冠
小
学
校
運
動
会

白
熱
し
た

競
技
繰
り

広
げ
ら
れ
る

　

７
月
21
日
、
第
10
回
日
本
リ
ト

ル
シ
ニ
ア
東
日
本
選
抜
野
球
大
会

に
出
場
す
る
日
高
リ
ト
ル
シ
ニ
ア

（
浦
河
町
）
の
新
冠
中
学
校
の
佐

藤
秀
斗
君
（
３
年
生
）、
矢
野
朝

輝
君
（
２
年
生
）、
樋
渡
咲
之
介

君
（
１
年
生
）
の
３
名
が
鳴
海
町

長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

選
手
を
代
表
し
て
佐
藤
君
は

「
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
全
力
で

プ
レ
ー
し
、
良
い
結
果
を
残
せ

る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
」
と
意

気
込
み
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

８
月
８
日
か
ら

長
野
県
で

開
催
さ
れ
る

東
日
本
選
抜
野
球
大
会
出
場

　

７
月
21
日
、
中
体
連
全
道
大

会
に
出
場
す
る
新
冠
中
学
校
生

徒
21
名
が
鳴
海
町
長
を
表
敬
訪

問
し
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
抱

負
を
発
表
し
、
町
長
か
ら
生
徒

に
対
し
激
励
の
言
葉
が
あ
り
ま

し
た
。

　

出
場
種
目
は
、
サ
ッ
カ
ー
、
卓

球
、
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
３
種

目
で
７
月
30
日
～
８
月
１
日
に
か

け
て
開
催
さ
れ
る
全
道
大
会
に
出

場
し
ま
す
。

中
体
連
全
道
大
会

出
場
選
手 

健
闘
誓
う

　

７
月
17
日
、
昔
の
新
冠
の
様

子
を
探
訪
す
る
「
新
冠
市
街
地

の
歴
史
探
訪
～
町
あ
る
き
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

郷
土
文
化
研
究
会
の
３
名
か

ら
、
か
つ
て
あ
っ
た
公
共
施
設

や
商
店
、
今
と
は
違
う
自
然
風

景
を
分
か
り
や
す
く
紹
介
し
、

ま
た
、
説
明
に
併
せ
て
昔
の
写

真
も
紹
介
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
興
味
深
く
写
真
を

見
て
、
熱
心
に
話
を
聞
い
て
い

ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
・
再
発
見
講
座

「
新
冠
市
街
地
の

歴
史
探
訪
～
町
あ
る
き

」

　

７
月
13
日
、新
冠
小
学
校
プ
ー

ル
が
２
年
ぶ
り
に
オ
ー
プ
ン
し
、

14
日
～
30
日
ま
で
小
学
２
年
生

を
対
象
と
し
た
水
泳
教
室
が
５

回
行
わ
れ
、
延
べ
１
２
２
名
の

児
童
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

最
初
の
教
室
で
は
、
初
め
て

プ
ー
ル
に
入
る
児
童
が
多
く
、

水
を
怖
が
る
児
童
も
い
ま
し
た

が
、
教
室
の
最
後
に
は
み
ん
な

プ
ー
ル
を
楽
し
み
な
が
ら
参
加

し
て
い
ま
し
た
。

新
冠
小
学
校
プ
ー
ル
オ
ー
プ
ン

待
ち
に
待
っ
た
水
泳
教
室
始
ま
る

　

７
月
９
日
、
役
場
会
議
室
で

新
冠
中
学
校
校
舎
前
駐
車
場
補

修
を
行
っ
た
、
道
央
環
境
（
札

幌
市
）
に
対
し
、
鳴
海
町
長
か

ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
社
は
、
町
内
で
日
高
自
動

車
道
の
工
事
を
施
工
し
て
お

り
、
町
へ
地
域
貢
献
の
申
し
出

た
こ
と
に
よ
り
行
わ
れ
、
柳
澤

智
志
社
長
は
「
今
後
も
地
域
の

た
め
に
で
き
る
こ
と
を
増
や
し

貢
献
し
て
い
き
た
い
」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

道
央
環
境
に
感
謝
状
贈
呈

新
冠
中
学
校
駐
車
場
補
修
で
地
域
貢
献

　

７
月
16
日
、
全
道
大
会
で
全
国

大
会
の
切
符
を
手
に
し
た
静
内
高

校
２
年
生
の
大
林
諒
多
君
と
１
年

生
の
小
守
優
仁
君
が
鳴
海
町
長
を

表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

大
林
君
は
、
７
月
19
～
21
日
に

静
岡
県
で
行
わ
れ
る
「
第
55
回
全

日
本
高
等
学
校
馬
術
競
技
大
会
」

に
出
場
し
、
小
守
君
は
、
８
月
18

～
21
日
に
福
井
県
で
行
わ
れ
る

「
第
37
回
全
国
高
等
学
校
カ
ヌ
ー

選
手
権
大
会
」
に
出
場
し
ま
す
。

馬
術
と
カ
ヌ
ー
で
全
国
大
会
出
場
へ

静
高
生
２
名
が

町
長
を

訪
問
し

健
闘
誓
う

　

６
月
23
日
～
７
月
20
ま
で
の

間
、
レ
・
コ
ー
ド
館
で
「
エ
レ

キ
の
神
様
」
と
呼
ば
れ
た
寺
内

タ
ケ
シ
さ
ん
の
追
悼
パ
ネ
ル
展

が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
寺
内
さ
ん
が
コ
ン

サ
ー
ト
の
開
催
や
ギ
タ
ー
の
寄

贈
な
ど
、
同
館
の
運
営
に
尽
力

さ
れ
た
こ
と
か
ら
行
わ
れ
た
も

の
で
、
展
示
コ
ー
ナ
ー
に
は
、

寺
内
さ
ん
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
25
点

を
選
び
、
寄
贈
さ
れ
た
ギ
タ
ー

と
と
も
に
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

寺
内
タ
ケ
シ
さ
ん
の

追
悼
パ
ネ
ル
展

エ
レ
キ
の

神
様
が

寄
贈
し
た

ギ
タ
ー
も

展
示

　

７
月
１
日
、
レ
・
コ
ー
ド
館

図
書
プ
ラ
ザ
で
日
高
信
金
寄
贈

受
納
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
日
高
信
用
金
庫
（
大

沼
孝
司
理
事
長
）
が
今
年
創
立

１
０
０
年
を
迎
え
た
こ
と
を
記

念
し
行
わ
れ
た
も
の
で
、
子
ど

も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
願

い
「
児
童
用
図
書
51
冊
」
と
防

災
事
業
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と

「
災
害
用
ポ
ー
タ
ブ
ル
電
源
１

台
」
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

日
高
信
用
金
庫
が

１
０
０
周
年
を

記
念
し

児
童
用
図
書
と
災
害
用
電
源
を
寄
贈
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役場からのお知らせ
－ Niikappu Town Office Information －

健 康 カ レ ン ダ ー
（お問い合わせ先：保健福祉課　☎ 0146・47・2113）

月　日 時　間 事業名 場　所

８
月

16日（月） 13：00～16：30 フッ素塗布 レ・コード館

19日（木） 18：00～20：00 からだリセット講座 東町生活館

24日（火）
受付10：00～ 4・7・12ヶ月児健康診査

レ・コード館
受付13：00～ 1歳6ヶ月・3歳児健康診査

９
月

８日（水） 18：00～20：00 からだリセット講座 東町生活館

13日（月） 13：00～16：30 フッ素塗布 レ・コード館

28日（火）
受付10：00～ 4・7・12ヶ月児健康診査

レ・コード館
受付13：00～ 1歳6ヶ月・3歳児健康診査

　新型コロナウイルス感染症の状況により中止及び延

期する場合があります。

　また、その他の事業については開催が決定しましたら、

町政事務委託文書などでお知らせします。

アーサー・ズー先生が帰国
　中学校を中心に外国語指導助手として勤務して

いただいた、アーサー先生が任期を終えアメリカ

に帰国しました。帰国にあたり、皆さんへ英語と

日本語のメッセージをいただいていますので、ご

紹介します。

Hello Everyone, how are you doing? I just got back to 
America safely. I am getting used to the time difference 
and American life again. Law school is starting soon, so I 
am preparing for that as well. 
I want to thank Niikappu Junior High school for all the 
wonderful messages and gifts. I think about memories of 
Niikappu and Hokkaido everyday. Next time, I want to 
try wilds plants picking in Niikappu.I hope to visit soon. 
Please continue to take care of each other. 

　皆さん、こんにちは。お元気ですか？私は無事に

アメリカに帰国しました。時差やアメリカの生活に

も慣れてきたところです。法科大学院が間もなく始

まることから、学校に向けた準備も進めています。

　新冠中学校の皆さんには

素晴らしいメッセージとプ

レゼントをいただき感謝し

ています。私はいつも、新

冠や北海道の思い出につい

て考えています。次に新冠

に行ったときは山菜取りに

挑戦したいです。また、新

冠に行けることを願ってい

ます。皆さんお元気で。

外国語指導助手（ＡＬＴ）が離任

★おしゃべりルーム★
・期　日　　８月19日（木）10時～11時 30分

・内　容　　「しゃぼん玉遊び」

・申込期間　８月 17 日（火）まで

・定　員　　５組程度（０歳～就学前）

★チャイルドランド★
・期　日　　①８月26日（木）10時～11時 30分

　　　　　　②９月 ２日（木）10時～11時 30分

・内　容　　①「子育て講座『大切な靴の話』」

　　　　　　②「びっくり箱の読み聞かせ」

・申込期間　①８月 24 日（火）まで

　　　　　　②８月 31 日（火）まで

・定　員　　①５組程度（０歳～就学前）

　　　　　　② 10 組程度（０歳～就学前）

　　　　　　※２グループに分けて実施（②）

●問い合わせ先　

　子育て支援センター　☎ 0146・47・4525

～『にいかっぷママさぽ～と』～
　町では、妊婦さんの出産予定日や体調など、出

産に関わる情報を消防署へ事前登録し、必要時に

迅速な救急搬送を行う『にいかっぷママさぽ～と』

を行っています。

　少しでも不安なくお産に臨めるよう、対象の方は

当制度をご活用ください。

〇対象者：①町内に住所を有する妊婦

　　　　　②里帰りで町内に滞在中の妊婦

〇届出方法：保健福祉課へ届出書を提出してください。

　届出書は保健福祉課窓口か町

ホームページからダウンロードで

きます。詳細については、下記ま

でお問い合わせください。

●問い合わせ先

　保健福祉課保健福祉グループ

　☎ 0146・47・2113

児童扶養手当の受給者は８月中に届出が必要です

　児童扶養手当は、ひとり親家庭などの生活の安

定・自立促進に寄与することにより、その家庭に

おいて養育されている子どもの福祉増進のために

支給される手当です。

　婚姻の解消や配偶者の死亡によりひとり親とな

り、子ども（18 歳に達する日以後の最初の３月

31 日まで、障がいがある場合は 20 歳未満まで）

を監護する母や父などに支給されます。

〇提出書類

・児童扶養手当現況届　【全ての受給者】

・一部支給停止適用除外事由届　【①～④に該当する方】

①支給開始月から５年を経過する予定の方（※）

②支給要件に該当した日の属する月から数えて７

年を経過する予定の方（※）

③認定請求時に児童が３歳未満だった場合は、児

童が３歳に達した日の属する月の翌月初日から数

えて５年を経過する予定の方（※）

④既に上記①～③の期間を経過した方

※令和３年８月から令和４年７月までの間に期間

を経過する方が対象です。

※提出がない場合は手当額の一部又は全部が停止

される場合があります。

小型家電回収ボックスの撤去とパソコンの処理

　９月１日より小型家電の青色回収ボックスを撤

去します。今後は、町民生活課窓口で確認後に受

領することとしますので、持参した際は町民生活

課へお知らせください。

　また、パソコン本体についても、９月１日より

小型家電では回収しませんので、排出者が以下の

処理方法により適切に処理してください。

○パソコンの処理方法

・宅急便による回収

　パソコン本体が含まれるダンボール１箱につい

ては、無料で宅配便による回収ができます。

　詳しくは、こちらをご覧ください。

　リネットジャパンリサイクル㈱ＨＰ

　https://www.renet.jp

・パソコンメーカーによる回収

　ＰＣリサイクルマークが付いているものは、パ

ソコンメーカーが回収・リサイクルすることと

なっています。

　詳しくは、こちらをご覧ください。

　（一社）パソコン３Ｒ推進協会ＨＰ

　https://www.pc3r.jp

●問い合わせ先：町民生活課町民生活グループ

　　　　　　　　　　　　 ☎ 0146・47・2112

　８月は、北方領土返還要求運動強調月間です。

　北方領土問題の解決のためには、領土返還に向

けた外交交渉の展開を強く要望する道民世論の結

集が何よりも必要となります。

　1 人 1 人の返還に向けた思いを結集し、北方領

土の返還を実現するため、多くの方々の署名への

ご協力をお願いします。

〇署名コーナーの設置期間と場所

・期　間　８月２日～ 31 日

・場　所　役場庁舎１階ロビー

●問い合わせ先

　企画課企画広報統計グループ

　　　　　 ☎ 0146・47・2498

北方領土返還要求運動強調月間　署名コーナー設置のお知らせ

北方領土マスコット

「エリカちゃん」

令和３年度脳の MRI 検診
中止のお知らせ

　９月２日 ( 木 ) ～４日 ( 土 ) に実施

を予定していました「脳の MRI 検診」

は新型コロナウイルス感染症の拡大に

伴い、中止となりましたのでお知らせ

します。

　次年度以降の

日程については、

決まり次第、町

政事務委託文書

などでお知らせ

します。

●問い合わせ先

　保健福祉課保健福祉グループ

　☎ 0146・47・2113
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O A・文具
リバティーはしもと

　
　
　

　

○
受
験
資
格

・
Ａ
区
分

　

学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
（
短

期
大
学
を
除
く
。）
等
を
卒
業
し

た
方
（
令
和
４
年
３
月
末
日
ま
で

に
卒
業
見
込
み
の
方
を
含
む
。）

・
Ｂ
区
分

　

Ａ
区
分
以
外
の
方

※
年
齢
～
Ａ
・
Ｂ
区
分
と
も
に
平

成
元
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
16
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

○
採
用
予
定
人
員

・
男
性
Ａ
区
分　
　

４
０
名
程
度

・
女
性
Ａ
区
分　
　

１
５
名
程
度

・
男
性
Ｂ
区
分　

１
２
５
名
程
度

・
女
性
Ｂ
区
分　
　

４
０
名
程
度

○
受
付
期
間
　

　

８
月
20
日
（
金
）
ま
で

○
受
付
方
法

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
電
子
申
請
）

に
よ
る
お
申
込
み
（
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

○
試
験
日

・
１
次
試
験　

９
月
19
日
（
日
）

・
２
次
試
験　

10
月
下
旬
～
11
月
上
旬

○
１
次
試
験
地

　

札
幌
市
、
苫
小
牧
市
、
新
ひ
だ

か
町
な
ど
（
詳
し
く
は
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。）

●
お
問
い
合
わ
せ
先

静
内
警
察
署

☎
０
１
４
６
・
４
３
・
０
１
１
０

　

法
務
局
で
は
、
子
ど
も
の
人

権
に
つ
い
て
の
専
用
相
談
電
話

「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」
を

設
置
し
て
い
ま
す
。
い
じ
め
や

虐
待
な
ど
子
ど
も
の
人
権
に
関

す
る
悩
み
を
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
令
和
３
年
８
月
27
日

（
金
）
か
ら
同
年
９
月
２
日
（
木
）

ま
で
は
、「
全
国
一
斉
『
子
ど
も

の
人
権
１
１
０
番
』
強
化
週
間
」

で
す
。
期
間
中
は
、
平
日
の
受

付
時
間
を
延
長
し
て
、
土
日
も

対
応
し
ま
す
。

●
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

☎
０
１
２
０
・
０
０
７
・
１
１
０

（
全
国
共
通
・
通
話
料
無
料
）

〇
受
付
時
間

　

平
日　

午
前
８
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　

午
後
５
時
15
分

〇
強
化
週
間
中
の
受
付
時
間

　

８
月
27
日
（
金
）

　

８
月
30
日
（
月
）
～
９
月
２
日
（
木
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

　

８
月
28
日
（
土
）・
29
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

●
お
問
い
合
わ
せ
先

札
幌
法
務
局
日
高
支
局

☎
０
１
４
６
・
４
２
・
０
４
１
５

　

ま
つ
か
わ
は
、
カ
レ
イ
類
の

中
で
も
最
上
と
さ
れ
る
高
級
魚

で
す
が
、
近
年
は
、
漁
獲
量
が

激
減
し
た
た
め
「
幻
の
魚
」
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
資
源
回
復
を
目

的
に
、
函
館
市
古
部
町
か
ら
え

り
も
町
東
端
ま
で
の
太
平
洋
海

域
で
は
、
海
区
漁
業
調
整
委
員

会
指
示
が
発
令
さ
れ
「
全
長
35

㎝
未
満
の
ま
つ
か
わ
を
採
捕
し

た
場
合
は
、
漁
業
者
も
釣
り
人

も
速
や
か
に
海
中
に
戻
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
な
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

日
高
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
事
務
局

☎
０
１
４
６
・
２
２
・
９
３
２
８

　

自
筆
証
書
遺
言
は
、
費
用
を
要

さ
ず
、
遺
言
者
本
人
だ
け
で
作

成
で
き
る
な
ど
、
手
軽
で
自
由

度
が
高
い
反
面
、
遺
言
者
の
死

亡
後
、
相
続
人
に
発
見
さ
れ
な

か
っ
た
り
、
一
部
の
相
続
人
な

ど
に
よ
っ
て
書
き
換
え
ら
れ
て

し
ま
う
と
い
っ
た
「
保
管
」
に

つ
い
て
の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

 
 

そ
こ
で
，
自
筆
証
書
遺
言
の

メ
リ
ッ
ト
を
損
な
わ
ず
、
保
管

の
問
題
点
を
解
消
す
る
た
め
の

方
策
と
し
て
、
法
務
局
で
自
筆

の
遺
言
書
を
１
件
３
９
０
０
円

で
保
管
す
る
「
自
筆
証
書
遺
言

保
管
制
度
」
が
昨
年
７
月
に
創

設
さ
れ
ま
し
た
。

 
 

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
こ
と

で
、
遺
言
書
の
紛
失
な
ど
が
防

止
さ
れ
る
ほ
か
、
遺
言
書
の
存

在
の
把
握
が
容
易
と
な
り
、「
遺

言
者
の
最
終
意
思
の
実
現
」、「
相

続
手
続
の
円
滑
化
」
が
図
ら
れ

ま
す
。

　

な
お
、
利
用
に
当
た
っ
て
は
，

次
の
事
項
に
留
意
願
い
ま
す
。

①
法
務
局
で
は
遺
言
の
内
容
に

つ
い
て
の
相
談
に
応
ず
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

②
本
制
度
は
保
管
さ
れ
た
遺
言

書
の
有
効
性
を
保
証
す
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

③
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
予
約

制
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
事

前
に
連
絡
願
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

札
幌
法
務
局
日
高
支
局

☎
０
１
４
６
・
４
２
・
０
４
１
５

○
自
筆
証
書
遺
言
書
保
管
制
度
の

詳
細
は
法
務
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
m
o
j
.

g
o
.
j
p
/
M
I
N
J
I
/

minji03_00051.html

　
町
で
は
、
排
水
設
備
指
定
工
事

店
の
資
格
要
件
に
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
試
験
を
導
入
し
、
次

の
と
お
り
全
道
統
一
試
験
を
行
い

ま
す
。

　

な
お
、
既
に
登
録
し
て
い
る
方

は
、
受
験
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
名
称
　
令
和
３
年
度
北
海
道
排
水

　

設
備
工
事
責
任
技
術
者
試
験

○
試
験
日
及
び
場
所

　

10
月
21
日
（
木
）　

苫
小
牧

　

10
月
25
日
（
月
）　

札
幌

○
時
間
　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

○
受
付
期
間

　

８
月
19
日
（
木
）
～
８
月
30
日
（
月
）

○
手
数
料
　
受
験
料
７
０
０
０
円

●
お
問
い
合
わ
せ
先

新
冠
町
建
設
水
道
課
管
理
グ
ル
ー
プ

☎
０
１
４
６
・
４
７
・
２
５
１
８

セ
ン
タ
ー
開
設
日

８
月-

18
日
（
水
）・
23
日
（
月
）

　
　
　

25
日
（
水
）・
30
日
（
月
）

９
月-

１
日
（
水
）・
６
日
（
月
）

　
　
　

８
日
（
水
）・
13
日
（
月
）

　
　
　

15
日
（
水
）・
22
日
（
水
）

　

相
談
は
予
約
制
で
す
。
相
談
を
希

望
さ
れ
る
方
は
お
電
話
く
だ
さ
い
。

・
相
談
時
間　

13
時
～
15
時

・
予
約
受
付　

10
時
～
16
時
（
平
日
）

●
ご
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
先

ひ
だ
か
弁
護
士
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
４
６
・
４
２
・
８
３
７
３

せ

コ

ナ

ー

ー

知

お

ら

日
高
弁
護
士
相
談
セ
ン
タ
ー

すべての相談の
相談料が

無料で
す

一緒に働こう！

ＰＲキャラクター
モコちゃん

お問い合わせは
札幌地方協力本部
静内分駐所
０１４６－４４－２５８８

ま
つ
か
わ
資
源
保
護
の
お
願
い

「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」

強
化
週
間
の
お
知
ら
せ

預
け
て
安
心
！

自
筆
証
書
遺
言
書
保
管
制
度

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
試
験

北
海
道
警
察
官
採
用
試
験

あなたの町のカー&ライフサポーター！！

TEL. (47)-2820

株式会社　伊藤商会

ココロも満タンに

新冠SS (47)-3830新和SS (47)-5011
日高中部通年雇用促進協議会

新ひだか町まちづくり推進課内・新冠町企画課内
お問い合わせ
☎ ０１４６－４９－０２９３（直通）

求人情報、会社紹介
通年雇用の求人に
仕事風景、職場の雰囲気が伝わる写真も載せて、
会社をアピールしませんか？

✓掲載無料
✓作成のお手伝いもいたします！

ご寄附ありがとうございました。
（敬称略）

●老人ホーム「恵寿荘」で役立ててと

☆葛野　弘子	 （古布１袋）

☆的場　志津子	 （古布２袋）

☆ボランティアグループあゆみ

（カット布８袋）

☆ボランティアグループちょぼら

（カット布８袋）

新冠町社会福祉協議会へ

●香典返しに代えて

☆大谷　幸江	 （50,000 円）

☆庄司　信幸	 （50,000 円）

☆藤井　光子	 （50,000 円）

☆國保　貴志	 （50,000 円）

●福祉事業に役立ててと

☆匿　名	 （古布２袋）

☆匿　名	 （古布１箱）

☆竹花　みちる	 （古布５袋）

☆庄司　信幸	 （電動ベッド１台）

☆高橋　智恵	 （古布１袋）

☆大雅くん ･愛友ちゃん	

（古切手各 350枚）
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今月の一冊

実話怪奇録　北の闇から
服部 義史 著／竹書房

　絶対に祓えない恵庭の恐怖物

件、旭川の事故現場に囚われた

少年霊…。生々しい怪談の数々

は、まるで雪のように時に空恐

ろしく、時に優しく胸に沁みる。

ｗｅｂ連載に書き下ろしを追加

した、滋味深い北海道の実話怪

談集。

　

新
冠
に
お
け
る
役
場
の
は
じ
ま
り
は
、
明
治
14

年
に
戸
長
役
場
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
ま

す
。
新
冠
町
で
は
、
こ
の
年
を
「
新
冠
開
町
の
年
」

と
定
め
て
い
ま
す
。

　

開
町
か
ら
ち
ょ
う
ど
１
０
０
年
を
迎
え
た
昭
和

56
年
、
ふ
る
さ
と
の
歴
史
を
築
い
た
先
人
の
偉
業

を
し
の
び
、
高
さ
８
メ
ー
ト
ル
、
横
２
メ
ー
ト
ル

の
巨
大
な
記
念
塔
が
判
官
館
に
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
記
念
搭
に
は
、
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
が
埋

設
さ
れ
て
お
り
、
開
町
１
５
０
年
を
迎
え
る

２
０
３
１
年
に
カ
プ
セ
ル
を
開
く
予
定
と
な
っ
て

い
ま
す
。
今
年
は
ち
ょ
う
ど
開
町
１
４
０
年
な
の

で
、
10
年
後
に
ど
ん
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ

て
い
る
か
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
新
冠
の
碑
（
い
し
ぶ
み
）」
⑬

　『
百
年
記
念
塔
』

新冠小学校６年生です

ぼくとわたしの

夢
新着ガイド

戦争というもの	 半藤 一利

旅する菅江真澄	 石井 正己

「ほんとのこと」は、親にはいえない	 木村 泰子

日本怪異妖怪事典　北海道	 朝里 樹

あたらしいおかず	 山田 英季

フライパンひとつで魚のごちそう	 ダンノ マリコ

13歳からの食と農	 関根 佳恵

食べられる庭図鑑	 良原 リエ

あの夏の正解	 早見 和真

昭和レコード超画文報1000枚	 チャッピー加藤

阿川佐和子のこの棋士に会いたい	 阿川 佐和子

透明人間は密室に潜む	 阿津川 辰海

インドラネット	 桐野 夏生

元女子高生、パパになる	 杉山 文野

あんなにあんなに	 ヨシタケシンスケ

アニマル号（移動図書館車）運行日程

12：45～ 13：10	 新冠中学校

10：10～ 10：30	 朝日小学校

11：00～ 11：15	 太陽郵便局

12：50～ 13：20	 認定こども園ド・レ・ミ

15：05～ 15：35	 新冠小学校

15：40～ 15：55	 町民センター前（児童館）

10：10～ 10：30	 朝日小学校

10：30～ 11：00	 おうるの郷

12：50～ 13：20	 認定こども園ド・レ・ミ

15：05～ 15：35	 新冠小学校

15：40～ 15：55	 町民センター前（児童館）

10：10～ 10：30	 朝日小学校

11：00～ 11：15	 太陽郵便局

８月 18 日

19 日

20 日

９月２日

９日

10 日

16 日

●問い合わせ先　レ・コード館図書プラザ　☎ 0146・45・7777

☆びっくり箱のおはなし会
８月25日（水）10：30～赤ちゃん絵本の読み聞かせ

８月28日（土）13：30～定例読み聞かせ

・主催　読み聞かせの会「びっくり箱」

・場所　レ・コード館図書プラザ　おはなしのへや

　事前申込不要ですが、状況により予告なく中止と

なる場合があります。中止となった場合は、図書プ

ラザＨＰなどでお知らせします。

　ご来館時はマスク着用、手指消毒や検温などの感

染予防対策にご協力ください。

☆大活字本のご案内
　新しく大活字本が入荷しました。貸出冊数の制限

はなく、２週間借りられます。また、貸出中の場合

には予約ができます。図書プラザには約 800 冊の大

活字本がありますので、ぜひご利用ください。

【大活字本】

『孤独こそ最高の老後』松原　惇子

『悲しみがあるから人生は面白い』下重　暁子

『闘う君の唄を　上・下』中山　七里

『常在戦場　上・下』火坂　雅志

『信長死すべし　上・中・下』山本　兼一　ほか

※大活字本とは一般書籍より文字が大きく、読みや

すいよう行間などを考慮した図書です。

※新型コロナウイルス感染症の状況により運行が

中止となる場合があります。

夜間開館のお知らせ

毎週水曜日は、夜間開館日です。
夜８時まで開館しています。

図書プラザＨＰ

僕の将来の夢はつ

り人です。理由は

つりが大好きだか

らです。

川筋　伶音

私の将来の夢はま

だ決まっていませ

んが、リズムゲー

ムが好きなので、

これからも続けて

いきたいです。

嘉藤　那柚

僕の将来の夢はま

だ決まっていませ

んが、将来は本関

係の仕事につきた

いと思っています。

熊谷　昊芯

私の将来の夢は幼

稚園の先生です。

理由は小さい子の

面倒を見るのが好

きだからです。

川村　乃愛

○百年記念塔（ひゃくねんきねんとう）

　建立年月日　昭和 56年９月１日

　所在地　　　高江（判官館森林公園内）

　建立者　　　新冠町

　高　さ　　　約８ｍ

P12  広報にいかっぷ　2021.8 広報にいかっぷ　2021.8 P11



秋の全国交通安全運動の実施（9月21日（火）～9月30日（木））
 交通事故防止のポイント

　　　　〇夕暮れ時の歩行者や自動車の見落としに注意

　　　　〇シートベルトは全席着用を

　　　　〇歩行者は反射材を身に付けましょう　　　　　静内警察署

　

発
行
・
編
集　

新
冠
町
企
画
課
企
画
広
報
統
計
グ
ル
ー
プ
広
報
統
計
係

発　

行　

日　

令
和
３
年
８
月
13
日

住
所　

〒
０
５
９-

２
４
９
２　

北
海
道
新
冠
郡
新
冠
町
字
北
星
町
３
番
地
の
２

電
話　

０
１
４
６
・
４
７
・
２
１
１
１　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
１
４
６
・
４
７
・
２
６
０
０

新
新
冠
に
ま
つ
わ
る
お
話
し
を
集
め
た

冠

百

話

 

第
三
十
七
話

　
 

「
戦
後
開
拓
と
開
拓
診
療
所
」
（
要
約
文
）

○
戦
後
開
拓
に
つ
い
て

　

新
冠
は
明
治
か
ら
戦
後
ま
で
、
大
部
分
が
軍
馬

を
育
成
す
る
た
め
の
御
料
牧
場
と
し
て
活
用
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
間
、
牧
場
と
し
て
使
用
し
て

い
る
土
地
は
利
用
が
制
限
さ
れ
る
時
期
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
大
正
時
代
に
は

御
料
牧
場
の
解
放
を
求
め
る
運
動
が
起
こ
り
、
戦

後
を
迎
え
て
よ
う
や
く
全
面
解
放
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
解
放
さ
れ
た
土
地
は
緊
急
開
拓
地

と
な
り
、
間
も
な
く
多
く
の
入
植
者
が
押
し
寄
せ
、

本
格
的
な
戦
後
開
拓
が
始
ま
り
ま
し
た
。
新
冠
は

日
高
管
内
に
お
い
て
、
最
多
の
入
植
者
を
記
録
し

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
御
料
牧
場
の
土
地
が
広
大

で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
開
拓
地
で
は

厳
し
い
環
境
の
中
、
農
業
を
営
み
な
が
ら
精
一
杯

生
活
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
苦
し
い
生
活
に

耐
え
き
れ
ず
、
農
業
を
辞
め
て
し
ま
っ
た
人
達
も

多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

〇
開
拓
診
療
所
に
つ
い
て

　

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
下
、
昭
和
二
十
四
年
、

一
人
の
人
物
が
緑
丘
に
診
療
所
の
医
師
と
し
て
招

か
れ
ま
し
た
。
長
野
県
出
身
の
矢
澤
信
明
医
師
で

す
。
矢
澤
医
師
は
開
拓
者
と
し
て
農
業
を
営
み
な

が
ら
、
医
師
と
し
て
診
療
活
動
を
行
な
い
ま
し
た
。

ま
さ
に
「
半
農
半
医
」
の
生
活
で
す
。
診
療
所
は

当
時
、
御
料
牧
場
の
事
務
所
を
再
利
用
し
た
建
物

を
使
っ
て
い
ま
し
た
。
新
冠
奥
地
の
開
拓
地
の
診

療
が
主
で
あ
り
ま
し
た
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、

馬
で
二
十
キ
ロ
以
上
も
離
れ
た
場
所
へ
往
診
し
て

い
ま
し
た
。
矢
澤
医
師
は
後
に
こ
う
語
り
ま
す
。「
私

は
、
地
域
の
苦
し
み
が
わ
か
る
医
者
に
な
り
た
く

て
、
こ
こ
の
診
療
所
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
今
思
い
返
す
と
、
私
は
ま
と
も

な
農
業
を
や
っ
て
こ
ら
れ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
開
拓
者
は
皆
貧
し
か
っ
た
。
私
は
、
患
者
さ

ん
と
の
間
に
な
る
べ
く
お
金
を
は
さ
ま
せ
な
い
よ

う
に
、
診
療
代
の
か
わ
り
に
私
の
畑
を
手
伝
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
地
域
と
共
に
生
き
る
と
い
う

こ
と
を
、
ま
ず
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

こ
と
で
す
…
。」

　

地
域
と
苦
楽
を
共
に
し
な
が
ら
付
近
住
民
の
健

康
維
持
に
努
め
た
、
後
世
に
語
り
継
ぐ
べ
き
診
療

所
で
あ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

７月 20 日までの届出分（敬称略）

●いつまでもお幸せに

小関　雅史	 ♡	加賀谷 かおり	 本　町

●お誕生おめでとうございます

佐 々 木 　 暁	（ 竜 	 碧 )	 古　岸

●おくやみ申し上げます

庄司　喜代子	　８２歳	 朝　日

小澤　光男	 　８５歳	 節婦町

藤原　則行	 　７６歳	 泉町

國保　ミヨ子	　９１歳	 美　宇

中川　三郎	 　８１歳	 北星町

広
報
に
い
か
っ
ぷ

令
和
３
年
８
月
号
（
通
巻
658
号
）

人の

うごき

人　口	 5,285 人	 （前月比	 －	 5 人）

　男	 2,587 人	 （前月比	 －	 5 人）

　女	 2,698 人	 （前月比	 ±	 0 人）

世 帯	 2,761 世帯	 （前月比	 ＋	 4 世帯）
（７月末現在）

火災・救急出動状況　　（ ）かっこ内は前年同期

救急件数

 27件 （ 20件）

181件 （139件）

交 通 事 故 発 生 状 況 　　（ ）かっこ内は前年同期

傷　者

０人（０人）

３人（１人）

死　者

０人（０人）

１人（０人）

火災件数

０件（０件）

４件（０件）

発生件数

０件（０件）

４件（１件）

区　分

７月

３年１～７月

区　分

７月

３年１～７月

パパ　　　　 ママ

戸  籍  の  窓

開拓診療所のことを伝える石碑
（緑丘生活館の近くにあります）

町公式ホームページ 町公式フェイスブック


